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研究分野

ウェアラブルセンシングによる運動解析と医療・スポーツへの応用 

キーワード

ウェアラブルセンシング、スポーツ工学、ヒューマンダイナミクス、センサ・フュージョン 

研究概要

近年の MEMS 技術の進歩によってセンサの小型化・低価格化は著しく、身体や道具にセンサを取り付けて

計測・解析を行うシステムが多く登場しており、医療・スポーツ分野や他の幅広い分野での活用が期待されて

いる。しかし、センサから得られる情報は、物理情報を電気信号に変換したものであることから、その信号を有

効に活用するためには、適切な解析法を使用する必要ある。

慣性センサ・地磁気センサは様々なウェアラブルデバイスに搭載されており、運動解析への利用が期待さ

れている。しかし、得られる計測情報が力学情報（角速度、加速度）や磁場であることから、様々な解析に適

用できる可能性があるが、取り扱いが比較的難しいため、行える解析が限定されているのが現状である。そこ

で、求められる情報を得るための解析技術の開発や医療・スポーツ分野への応用を行い、より高精度かつ簡

易に計測・解析が可能なウェアラブルセンシング技術の開発を行っている。 

研究シーズ、テーマの内容

慣性・地磁気センサを用いた姿勢推定・パラメータ推定に関する研究 

慣性センサは角速度・加速度を計測するセンサであり、地磁気センサは地球磁場を計測するセンサであ

る。これらのセンサはスマートフォン等に搭載されており、日常的に使用されるセンサとなっています。これ

らのセンサを組み合わせ、身体部位や道具に取り付けることにより、様々な運動解析を行うことができる。し

かし、センサの値を直接見ても運動の評価は難しいため、適した運動情報への変換が必要不可欠である。

運動情報を適切に変換するためには、多くの場合姿勢情報が必要であるが、ジャイロセンサのドリフト誤差

や加速度に含まれる外乱要素、取り付け個所によって生じる現象等により、誤差が生じる。そこで、運動の

特徴に着目した専用のセンサ・フュージョンを構築することにより、高精度に姿勢情報を得る方法を研究し

ています。 
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研究分野 

光干渉法を用いて広範囲にわたる実物体の応力とひずみ解析法の提案、小型水力発電装置の開発、小型

電気自動車に関する研究 

キーワード
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研究概要 

粘弾塑性地の被膜を３次元実物表面に接着し、被膜に現れる複屈折縞による実物表面の変形解析法に関

する研究を行っています。さらに、これらの応力変形解析を小型水力発電装置の開発と小型電動カーの開

発に応用して、小型で軽量なものづくりを行っています。 

研究内容 

（１）光干渉を用いた応力ひずみ解析

３次元実物表面の変形解析を光干渉法を用いて解析する基礎研究です。この研究

は、実物表面に複屈折縞がある粘弾塑性体の被膜を接着し、被膜の側面から偏光し

たスリット光を入射することで被膜に現れる複屈折縞より実物表面の軸方向ひずみの

解析を行っています。この方法では、実物構造物に被膜を接着することで実物の変形

状態を知る事ができます。 

（２）小型水力発電装置の開発

農業で電源が有れば自動化促進ができる場合の電源確保するための小水量、

低落差の悪条件で効率よく発電できる小型水力発電装置の開発とその実用化に

ついて検討しています。さらに、不純物を含む水で発電量についても研究してい

ます。 
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